
高松宮記念杯第 33 回全日本銃剣道選手権大会高松宮記念杯第 33 回全日本銃剣道選手権大会
彬子女王杯第１回全日本女子銃剣道選手権大会彬子女王杯第１回全日本女子銃剣道選手権大会

彬子女王殿下が里に賜杯を授与する彬子女王殿下が里に賜杯を授与する
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高
松
宮
記
念
杯

高
松
宮
記
念
杯

第第
3333
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会

回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会

彬
子
女
王
杯

彬
子
女
王
杯

第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会

第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会

　

８
月
８
日
に
高
松
宮
記
念
杯
第
33
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会
が
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
西
村
健
（
静
岡
）
が
村
上
浩
隆
（
北
海
道
）
と
の
熱
戦
を

制
し
、
連
覇
の
快
挙
を
達
成
し
た
。

※
詳
細
は
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス（
112
ペ
ー
ジ
～
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
村
健
が
連
覇
の
快
挙

西
村
健
が
連
覇
の
快
挙

　

８
月
８
日
に
彬
子
女
王
杯
第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会
が
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
里
麻
衣
（
長
崎
）
が
森
川
友
紀
子
（
静
岡
）
と
の
激
闘

を
制
し
、
初
代
女
王
の
座
に
輝
い
た
。

※
詳
細
は
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス（
116
ペ
ー
ジ
～
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

里
麻
衣
が
初
代
女
王
に

里
麻
衣
が
初
代
女
王
に

決勝＝西村（左）が小手を決める決勝＝西村（左）が小手を決める

決勝＝里（左）が上胴を決める決勝＝里（左）が上胴を決める
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決勝＝西村（左）が果敢に攻める決勝＝西村（左）が果敢に攻める

高
松
宮
記
念
杯

高
松
宮
記
念
杯

第第
3333
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会

回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会

西
村
健
が
連
覇
達
成

西
村
健
が
連
覇
達
成

　

高
松
宮
記
念
杯
第
33
回
全
日
本
銃
剣
道

選
手
権
大
会
が
８
月
８
日
に
、
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
は
全
国
か
ら

65
名
の
選
手
が
参
加
し
、
覇
を
競
っ
た
。

　

ま
た
、
彬
子
女
王
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
初
開
催
と
な
る
全
日
本
女
子
銃
剣
道

選
手
権
大
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。
男
女

同
時
開
催
に
伴
っ
て
、
選
手
へ
の
た
く
さ

ん
の
応
援
が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

　

決
勝
は
前
回
大
会
優
勝
の
西
村
健
（
静

岡
）
が
村
上
浩
隆
（
北
海
道
）
と
の
一
戦

を
制
し
、
連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

♢

　

試
合
は
３
本
勝
負
で
、
試
合
時
間
は
各

５
分
で
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
内
に
勝
負

が
決
し
な
い
場
合
は
、
延
長
戦
を
勝
負
が

決
す
る
ま
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

■
決
勝

　

西
村　

健　
　

コ
｜　
　
　

村
上
浩
隆

　

連
覇
を
か
け
て
決
勝
の
舞
台
に
上
が
る

西
村
と
初
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
村
上

の
顔
合
わ
せ
。

　

試
合
序
盤
、
両
者
が
技
を
繰
り
出
し
つ

つ
、
間
合
い
を
探
る
展
開
が
続
く
。
試
合

が
動
い
た
の
は
開
始
２
分
30
秒
、
西
村
が

村
上
の
小
手
を
捉
え
て
一
本
を
先
取
す

る
。
一
本
を
先
取
さ
れ
追
い
つ
き
た
い
村
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上
は
、
積
極
的
に
前
に
出
て
技
を
仕
掛
け

る
も
、
西
村
を
捉
え
き
れ
な
い
。
そ
の
ま

ま
時
間
が
過
ぎ
、
終
了
直
前
に
お
互
い
の

技
が
交
差
す
る
も
旗
は
上
が
ら
ず
試
合
は

終
了
。
西
村
が
御
山
昇
氏
の
３
連
覇
（
平

成
７
、
８
、
９
年
）
以
来
の
大
会
連
覇
を

果
た
し
た
。
同
大
会
の
連
覇
は
史
上
２
人

目
の
快
挙
。

今大会の入賞者＝（前列左から）井下、西村、村上、野田
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■
準
決
勝

①
西
村　

健　

上
上
｜
下　

井
下
佑
也

　

西
村
と
２
度
目
の
出
場
で
初
の
準
決
勝

進
出
を
果
た
し
た
井
下
佑
也
（
鹿
児
島
）

の
顔
合
わ
せ
。
試
合
は
開
始
早
々
に
西
村

が
上
胴
を
決
め
て
一
本
を
先
取
す
る
。
そ

の
後
は
両
者
技
を
仕
掛
け
る
も
、
決
め
手

を
欠
く
展
開
が
続
く
。
な
ん
と
か
追
い
つ

き
た
い
井
下
は
試
合
終
盤
、
西
村
の
技
の

打
ち
終
わ
り
の
一
瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
、

下
胴
を
返
し
て
一
本
を
取
り
追
い
つ
く
。

そ
の
後
は
両
者
譲
ら
ず
試
合
は
延
長
戦
に

も
つ
れ
込
む
。
延
長
戦
開
始
13
秒
、
西
村

が
鋭
く
踏
み
込
み
上
胴
を
放
つ
と
、
井
下

を
捉
え
て
一
本
勝
ち
。
井
下
は
前
年
選
手

権
覇
者
に
健
闘
す
る
も
惜
敗
。
西
村
が
決

勝
に
進
出
し
た
。

②
村
上
浩
隆　
　

上
｜　
　
　

野
田
峻
祐

　

村
上
と
今
年
の
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大

会
・
一
般
の
部
で
本
間
道
場
Ａ
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
野

田
峻
祐
（
神
奈
川
）
の
一
戦
。
試
合
は
両

者
と
も
に
間
合
い
を
摑つ
か

め
ず
攻
め
あ
ぐ
ね

る
。
結
局
本
戦
で
は
勝
敗
つ
か
ず
、
延
長

戦
へ
。
延
長
戦
で
も
決
め
手
を
欠
く
展
開

が
続
き
、
延
長
戦
開
始
３
分
40
秒
に
村
上

が
上
胴
を
決
め
て
、
勝
利
を
収
め
た
。

準決勝①＝西村（左）が延長戦の末、上胴を決めて勝利を収めた

準決勝②＝村上（右）が延長戦で上胴を決めて一本勝ち
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心技体 人を育てる総合誌

○
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
準
優
勝
＝
村
上
浩
隆
（
北
海
道
）

「（
西
村
選
手
は
）

前
年
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
な
の
で
、
や

は
り
強
か
っ
た
な

と
い
う
の
と
、
小
学
生
の
頃
か
ら
銃
剣
道

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
決
勝
の
舞
台
で
試

合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
一
本
を
取

ら
れ
た
後
は
、
覚
悟
を
決
め
て
後
悔
し
な

い
よ
う
に
全
力
で
攻
め
ま
し
た
。
優
勝
し

た
か
っ
た
の
で
悔
し
い
で
す
。
今
回
は
小

学
生
の
頃
か
ら
銃
剣
道
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
ま
ん
ね
ん
先
生
（
故
田
中
萬か
ず

年と
し

先

生
）
の
写
真
を
道
着
に
入
れ
て
一
緒
に
戦

い
ま
し
た
。
先
生
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」

▽
第
３
位
＝
井
下
佑
也
（
鹿
児
島
）

「
自
分
の
持
ち
味

を
し
っ
か
り
出
し

た
か
っ
た
で
す

が
、
前
年
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
が
相
手
で
、
な
か
な
か
上う

手ま

く

試
合
運
び
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
延
長

戦
ま
で
戦
え
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。
鹿

児
島
の
銃
剣
道
の
代
表
と
し
て
、
攻
撃
的

な
銃
剣
道
を
み
せ
て
、
い
い
と
こ
ろ
ま
で

上
が
れ
た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

連
覇
へ
の
挑
戦
者
と
し
て

◎
優
勝
＝
西
村
健
（
静
岡
）

―
―
連
覇
を
果
た
し
た
今
の
気
持
ち

「
嬉う
れ

し
い
の
一
言
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

優
勝
で
き
た
の
は
家
族
と
、
環
境
を
つ
く

っ
て
く
だ
さ
っ
た
監
督
、
熱
心
に
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
コ
ー
チ
や
、
同
じ
志
を
持

っ
て
訓
練
・
稽
古
を
と
も
に
し
て
い
る
仲

間
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て

「
連
覇
は
頭
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う

い
っ
た
雑
念
を
捨
て
て
、
対
戦
相
手
に
集

中
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
臨
み
ま
し

た
」

―
―
決
勝
の
一
本
に
つ
い
て

「
素
直
に
出
た
真
っ
直す

ぐ
な
剣
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
分
ら
し
い
一
本
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」

―
―
大
会
を
振
り
返
っ
て

「
前
回
覇
者
と
し
て
周
り
か
ら
見
ら
れ
て

若
干
の
期
待
だ
っ
た
り
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
多
少
は
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
力
に
変
え
て
戦
え

た
と
思
い
ま
す
」

―
―
連
覇
の
難
し
さ
に
つ
い
て

「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
が
、
次
は
３
連
覇
を
期
待
さ
れ
る

と
思
う
の
で
、
そ
こ
に
向
け
た
“
挑
戦
者
”

と
し
て
臨
む
精
神
面
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
」

―
―
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て

「
特
別
な
稽
古
は
特
に
や
っ
て
い
な
い
で

す
。
ひ
た
す
ら
地
味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

基
本
を
大
事
に
し
て
、
応
用
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
徹
底
的
に
や
っ
て
き
ま
し
た
」

―
―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
最
高
の
場
で
連
覇
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
次
は
３
連
覇
へ
の
挑
戦
者
と
し

て
、
ま
た
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
め
直

し
て
、
少
し
で
も
成
長
し
て
こ
の
舞
台
に
帰

っ
て
こ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
野
田
峻
祐
（
神
奈
川
）

「
準
決
勝
の
舞
台

で
試
合
を
す
る
の

は
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
の
で
、
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。
前
半
で
勝
負

を
か
け
て
取
れ
れ
ば
理
想
で
し
た
が
、
村

上
選
手
も
素
晴
ら
し
い
選
手
で
す
の
で
、

取
り
き
れ
ず
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
て
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
勝
ち
上
が

れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
次
回
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
西
村　

健
（
静
岡
）

▽
準
優
勝
＝
村
上
浩
隆
（
北
海
道
）

▽
第
３
位
＝
井
下
佑
也
（
鹿
児
島
）

　
　
　
　
　
野
田
峻
祐
（
神
奈
川
）
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彬
子
女
王
杯

彬
子
女
王
杯

第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会

第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会

里
麻
衣
が
初
代
女
王

里
麻
衣
が
初
代
女
王

　

彬
子
女
王
杯
第
１
回
全
日
本
女
子
銃
剣

道
選
手
権
大
会
が
８
月
８
日
に
、
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
青
年
銃

剣
道
大
会
で
女
子
の
部
は
あ
っ
た
も
の

の
、
女
性
剣
士
の
最
高
峰
を
決
め
る
全
日

本
選
手
権
大
会
は
な
か
っ
た
た
め
、
今
大

会
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
記
念
す
べ
き

第
１
回
の
開
催
と
な
る
今
大
会
に
は
162
名

の
選
手
が
参
加
し
、
初
代
女
王
の
座
を
争

っ
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
彬
子
女
王
殿
下

の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

　

決
勝
は
、
里
麻
衣
（
長
崎
）
と
森
川
友

紀
子
（
静
岡
）
が
対
戦
。
試
合
は
里
が
延

長
戦
を
制
し
、
見
事
初
代
女
王
の
座
を
獲

得
し
た
。

■
決
勝

　

里　

麻
衣　

コ
上
｜
上　

森
川
友
紀
子

　

里
と
森
川
は
、
昨
年
の
青
年
銃
剣
道
大

会
・
女
子
の
部
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。

試
合
開
始
か
ら
お
互
い
が
積
極
的
に
技
を

繰
り
出
す
。
試
合
が
動
い
た
の
は
開
始
１

分
40
秒
、
森
川
が
後
ろ
に
下
が
ろ
う
と
し

た
一
瞬
の
隙
を
見
逃
さ
ず
、
里
が
小
手
で

一
本
を
先
取
す
る
。
し
か
し
、
再
開
直
後

に
森
川
が
里
の
上
胴
を
捉
え
て
す
ぐ
さ
ま

一
本
を
取
り
返
す
。
そ
の
後
も
両
者
攻
め

続
け
る
も
試
合
時
間
の
５
分
が
経た

ち
、
延
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長
戦
に
突
入
。
開
始
か
ら
両
者
の
激
し
い

攻
防
と
技
の
応
酬
が
続
き
、
白
熱
し
た
試

合
を
み
せ
る
。
勝
負
が
決
し
た
の
は
延
長

戦
開
始
３
分
18
秒
、
里
が
フ
ェ
イ
ン
ト
を

３
回
入
れ
て
か
ら
上
胴
を
繰
り
出
す
と
、

森
川
は
反
応
で
き
ず
、
見
事
な
一
本
が
決

ま
っ
た
。
激
闘
を
制
し
、
里
が
女
子
銃
剣

道
選
手
権
大
会
の
歴
史
に
名
を
刻
む
初
代

女
王
に
輝
い
た
。

決勝＝里（左）が小手を決めて一本を先取決勝＝里（左）が小手を決めて一本を先取

今大会の入賞者＝（前列左から）糸原、里、森川、今澤
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■
準
決
勝

①
里　

麻
衣　
　

ノ
｜　
　

今
澤
美
紗
貴

　

里
と
今
年
の
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大

会
・
女
子
の
部
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
普

通
科
教
導
連
隊
所
属
・
今
澤
美
紗
貴
（
静

岡
）
の
一
戦
。
試
合
序
盤
か
ら
激
し
い
技

の
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
も

両
者
攻
撃
の
手
を
緩
め
ず
果
敢
に
攻
め
合

う
も
、
と
も
に
一
本
を
取
る
に
は
至
ら
ず

延
長
戦
へ
。
延
長
戦
で
も
両
者
の
積
極
的

な
姿
勢
が
窺う
か
がえ
る
試
合
展
開
に
。
そ
し
て

延
長
戦
開
始
約
３
分
の
と
こ
ろ
で
、
今
澤

が
技
を
出
し
て
空
い
た
の
ど
を
里
が
捉
え

て
一
本
勝
ち
。
里
が
決
勝
の
舞
台
に
進
ん

だ
。

②
森
川
友
紀
子　

上
上
｜　
　

糸
原
心
温

　

森
川
と
前
日
の
全
国
高
校
生
銃
剣
道
大

会
・
個
人
戦
女
子
の
部
で
３
位
入
賞
を
果

た
し
た
糸
原
心
温（
鳥
取
）の
顔
合
わ
せ
。

試
合
開
始
20
秒
、
森
川
が
糸
原
の
技
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
上
胴
を
決
め
、
一

本
を
先
取
す
る
。
そ
の
後
も
森
川
の
ペ
ー

ス
で
試
合
が
進
み
、
開
始
２
分
47
秒
、
森

川
が
２
本
目
と
な
る
上
胴
で
一
本
を
決
め

て
、試
合
終
了
。決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

糸
原
は
高
校
生
な
が
ら
初
の
選
手
権
大
会

で
堂
々
た
る
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

準決勝①＝里（右）が延長戦を制するのどを決める

準決勝②＝森川（右）が上胴で一本を決める
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歴
史
に
名
を
刻
む
優
勝

◎
優
勝
＝
里
麻
衣
（
長
崎
）

―
―
優
勝
し
た
今
の
気
持
ち

「
最
高
で
す
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て

「
最
初
一
本
取
っ
た
後
に
取
ら
れ
て
そ
の

直
後
に
一
本
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
試
合
を
進
め
て
い
こ
う

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
我
慢
比

べ
の
よ
う
で
し
た
が
、
突
け
る
と
こ
ろ
を

探
し
て
突
い
た
一
本
に
旗
が
上
が
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
」

―
―
優
勝
を
決
め
た
一
本
に
つ
い
て

「
今
ま
で
の
き
つ
い
練
習
で
あ
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
乗
り
越
え
た
上
で
の

一
本
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
大
会
を
振
り
返
っ
て

「
第
１
回
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
一
を
目

指
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の

で
、
そ
れ
に
向
け
て
日
々
練
習
し
て
き
た

成
果
を
日
本
武
道
館
で
出
せ
て
よ
か
っ
た

で
す
」

―
―
女
子
銃
剣
道
選
手
権
大
会
に
つ
い
て

「
第
1
回
大
会
に
自
分
の
名
を
残
し
た
い

と
い
う
想お
も

い
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
銃
剣
道

大
会
と
は
ま
た
違
っ
た
ル
ー
ル
で
、
初
代
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
嬉
し
い
で
す
」

―
―
普
段
の
稽
古
に
つ
い
て

「
ま
ず
、
常
に
試
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
突
き

を
心
掛
け
て
練
習
し
ま
し
た
。
練
習
で
で
き

な
い
こ
と
は
試
合
で
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
し
、
試
合
で
使
え
る
剣
を
常
に
意
識
し

て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
」

―
―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
連
覇
を
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
難
し
い
こ
と
な
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
練
習

を
積
み
重
ね
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

○
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
準
優
勝
＝
森
川
友
紀
子
（
静
岡
）

「
里
選
手
は
や
っ

ぱ
り
強
か
っ
た
で

す
。
昨
年
の
青
年

銃
剣
道
大
会
の
決

勝
で
も
負
け
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
挽
回

で
き
る
よ
う
に
と
戦
い
ま
し
た
。
相
手
に

も
負
け
ま
し
た
し
、
自
分
に
も
負
け
て
い

た
と
思
い
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
今
澤
美
紗
貴
（
静
岡
）

「
日
本
武
道
館
で

た
く
さ
ん
の
人
に

見
ら
れ
て
い
る
中

で
、
自
分
の
力
を

出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
長

い
時
間
試
合
し
て
い
く
中
で
、
一
本
を
取

り
切
る
こ
と
は
練
習
で
は
で
き
て
い
た
の

で
す
が
、
試
合
で
は
出
し
切
れ
て
い
な
か

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
」

▽
第
３
位
＝
糸
原
心
温
（
鳥
取
）

「
森
川
さ
ん
は
本

当
に
私
が
憧
れ
て

い
る
選
手
で
、
こ

の
第
１
回
大
会
の

準
決
勝
で
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
気
持
ち
で
す
。
今
日
の
準
決
勝
は
、

こ
の
大
き
な
舞
台
で
一
流
の
選
手
と
戦
わ

せ
て
も
ら
う
な
か
で
、
自
分
の
今
の
実
力

を
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
」

◯
大
会
講
評

▽
番
匠
幸
一
郎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長

「
男
子
の
選
手
権

大
会
は
33
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す

が
、
女
子
の
選
手

権
大
会
を
創
設
す
る
こ
と
で
選
手
の
皆
さ

ん
の
励
み
や
目
指
す
べ
き
大
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
今
回

は
彬
子
女
王
殿
下
に
お
成
り
い
た
だ
き
ま

し
て
、
直
接
記
念
杯
を
御
下
賜
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
銃
剣
道
の
重
要
性
と
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
励
ま
し
の
御
言
葉
を
い
た

だ
き
、
銃
剣
道
関
係
者
に
と
っ
て
歴
史
的

な
一
日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

▽
優　

勝
＝
里　

麻
衣
（
長
崎
）

▽
準
優
勝
＝
森
川
友
紀
子
（
静
岡
）

▽
第
３
位
＝
今
澤
美
紗
貴
（
静
岡
）

　
　
　
　
　
糸
原
心
温
（
鳥
取
）
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和道会和道会
インターナショナルカップ 2025インターナショナルカップ 2025
10 年ぶりの大会に10 年ぶりの大会に
　　　　29カ国が参加　　　　29カ国が参加

　

和
道
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

　

和
道
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

ッ
プ
２
０
２
５
（
主
催
＝
全
日
本
空

ッ
プ
２
０
２
５
（
主
催
＝
全
日
本
空

手
道
連
盟
和
道
会
）
が
８
月

手
道
連
盟
和
道
会
）
が
８
月
1616
・・
1717

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は

　

今
回
は
1010
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

2929
カ
国
か
ら
約

カ
国
か
ら
約
290290
名
の
選
手
を
迎
え
、

名
の
選
手
を
迎
え
、

組
手
と
形
の
計

組
手
と
形
の
計
2424
種
目
で
熱
戦
が
繰

種
目
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

り
広
げ
ら
れ
た
。

　

組
手
で
は
、
日
本
勢
が
団
体
戦
も

　

組
手
で
は
、
日
本
勢
が
団
体
戦
も

含
め
計

含
め
計
1515
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
た
。

　

形
で
は
、
全
種
目
で
日
本
選
手
が

　

形
で
は
、
全
種
目
で
日
本
選
手
が

優
勝
を
収
め
、
計
８
個
の
金
メ
ダ
ル

優
勝
を
収
め
、
計
８
個
の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

を
獲
得
し
た
。

　

開
会
式
に
先
立
ち
、
東
京
都
足
立

　

開
会
式
に
先
立
ち
、
東
京
都
足
立

区
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
和
太

区
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
和
太

鼓
チ
ー
ム
の
西
盛
太
鼓
が
和
太
鼓
の

鼓
チ
ー
ム
の
西
盛
太
鼓
が
和
太
鼓
の

演
奏
を
披
露
し
、
大
会
を
彩
っ
た
。

演
奏
を
披
露
し
、
大
会
を
彩
っ
た
。

演
奏
が
終
わ
る
と
会
場
か
ら
大
き
な

演
奏
が
終
わ
る
と
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

拍
手
が
送
ら
れ
た
。
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開会式で選手宣誓をする松村亜来選手（左）・岡本小鉄選手開会式で選手宣誓をする松村亜来選手（左）・岡本小鉄選手

開会式に先立ち、西盛太鼓による和太鼓の演奏が披露された開会式に先立ち、西盛太鼓による和太鼓の演奏が披露された
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ニュース　和道会インターナショナルカップ

■
組
手

■
組
手

▽
一
般
男
子
個
人
戦
（
全
５
階
級
）

　

日
本
選
手
の
優
勝
は
、
6060
㎏
級
・
政
岡

㎏
級
・
政
岡

大
雅
、

大
雅
、
6767
㎏
級
・
荒
川
雅
俊
、

㎏
級
・
荒
川
雅
俊
、
7575
㎏
級
・

㎏
級
・

中
村
緋
彩
、

中
村
緋
彩
、
8484
㎏
級
・
豊
田
陽
也
の
４
階

㎏
級
・
豊
田
陽
也
の
４
階

級
。
級
。

▽
男
子
団
体
戦
（
10
チ
ー
ム
出
場
）

　

日
本
は
準
決
勝
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

対
戦
し
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
３
―

２
で
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
に
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
が
勝
ち
上

が
っ
た
。

　

先
鋒
戦
は
、
一
般
男
子
84
㎏
級
で
優
勝

し
た
豊
田
陽
也
（
日
本
）
と
テ
ィ
ア
バ
ッ

ハ
・
ル
カ
（
ド
イ
ツ
）
の
対
戦
。
試
合
開

始
か
ら
お
よ
そ
50
秒
、
豊
田
が
中
段
蹴
り

を
決
め
て
先
取
。
豊
田
の
勢
い
は
止
ま
ら

ず
、
８
―
０
で
完
勝
し
た
。

　

続
く
次
鋒
戦
で
は
、
試
合
終
盤
に
試
合

が
動
き
、
下
村
彪
馬
（
日
本
）
は
上
段
突

き
な
ど
を
決
め
て
４
―
２
で
勝
利
を
収
め

た
。

　

中
堅
戦
は
、
吉
村
郁
哉
（
日
本
）
と
ド

イ
チ
ェ
・
パ
ス
カ
ル
（
ド
イ
ツ
）
の
顔
合

わ
せ
。
試
合
序
盤
は
お
互
い
の
間
合
い
を

は
か
る
展
開
と
な
っ
た
が
、
中
盤
以
降
の

両
者
は
終
始
攻
め
続
け
、
４
―
２
で
吉
村

男子団体組手・決勝中堅戦＝吉村選手（左）が上段突きで１ポイントを先取

男子団体組手で優勝を決めて喜びをみせる日本チーム 男子団体組手の決勝後、互いに健闘を称（たた）え合った
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一般男子組手 67㎏級・決勝＝
優勝した荒川選手（右）と平田奨英選手が労（ねぎら）い合う

一般男子組手 84㎏級・決勝＝豊田選手（右）が上段突きを決める

一般男子組手 60㎏級・決勝＝政岡選手（左）が上段突きを決める
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ニュース　和道会インターナショナルカップ

が
勝
利
し
た
。
日
本
が
３
連
勝
し
て
勝
ち

越
し
、
副
将
、
大
将
戦
を
残
し
て
ド
イ
ツ

に
勝
利
し
た
。

▽
一
般
女
子
個
人
戦
（
全
５
階
級
）

　

日
本
選
手
（

　

日
本
選
手
（
5050
㎏
級
・
松
田
葵
、

㎏
級
・
松
田
葵
、
5555
㎏㎏

級
・
武
川
裕
奈
、

級
・
武
川
裕
奈
、
6161
㎏
級
・
松
村
亜
来
、

㎏
級
・
松
村
亜
来
、

6868
㎏
級
・
伊
藤
希
咲
、

㎏
級
・
伊
藤
希
咲
、
6868
㎏
超
級
・
安
達

㎏
超
級
・
安
達

水
優
）
が
全
階
級
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

水
優
）
が
全
階
級
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
４
階
級
で
日
本
選
手
同
士
の
決
勝

ま
た
、
４
階
級
で
日
本
選
手
同
士
の
決
勝

と
な
り
、
日
本
の
選
手
層
の
厚
さ
を
感
じ

と
な
り
、
日
本
の
選
手
層
の
厚
さ
を
感
じ

さ
せ
た
。

さ
せ
た
。

▽
女
子
団
体
戦
（
９
チ
ー
ム
出
場
）

　

決
勝
は
、
日
本
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
対

戦
。
先
鋒
戦
、
61
㎏
級
優
勝
の
松
村
亜
来一般女子組手 61㎏級・決勝＝松村選手（右）と本田選手

女子団体組手・決勝先鋒戦＝松村選手（右）が上段突きを決めた

女子団体組手の優勝を喜ぶ日本チーム

■
形
■
形

▽
一
般
男
子
（
44
名
出
場
）

　

決
勝
は
菊
池
奏
楽
と
藤
井
健
瑠
の
日
本

選
手
同
士
の
対
決
と
な
り
、
両
者
と
も
真

半
身
猫
足
立
ち
手
刀
受
け
が
特
徴
と
い
え

る
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
を
演
武
し
た
。
５
名

の
審
判
に
よ
る
旗
判
定
の
結
果
、
５
―
０

で
菊
池
の
勝
利
と
な
っ
た
。

▽
一
般
女
子
（
30
名
出
場
）

　

一
般
男
子
と
同
じ
く
、
小
林
美
南
海
と

橋
本
怜
奈
の
日
本
選
手
同
士
の
決
勝
と

な
っ
た
。
先
に
橋
本
が
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー

を
、対
す
る
小
林
は「
緩
急
」「
力
の
強
弱
」

「
重
心
の
安
定
」
が
要
求
さ
れ
る
チ
ン
ト

ウ
を
演
武
。
小
林
が
３
―
２
の
接
戦
を
制

し
、
優
勝
を
飾
っ
た
。

一般女子形・決勝＝小林選手のチントウ

（
日
本
）
と
ク
ロ
ウ
フ
ォ
ー
ド
・
ロ
ウ
レ

ン
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
の
戦
い
は
、
試
合

後
半
に
松
村
が
上
段
突
き
を
決
め
て
、
１

ポ
イ
ン
ト
を
守
り
抜
き
勝
利
。

　

次
鋒
戦
、
61
㎏
級
準
優
勝
の
本
田
実
夢

（
日
本
）
が
試
合
中
盤
に
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・

キ
ア
ラ
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
に
試
合
の

均
衡
を
破
る
上
段
突
き
を
決
め
て
先
取
。

本
田
は
そ
の
後
も
攻
め
続
け
６
―
０
で
完

勝
。
日
本
は
２
連
勝
し
、
大
将
戦
を
待
た

ず
に
優
勝
を
飾
っ
た
。
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日本選手団

【
大
会
成
績
】
優
勝
者
・
チ
ー
ム
の
み

○
組
手

▼�

男
子
団
体
＝
日
本　

▼�

女
子
団
体
＝
日
本

▼�

一
般
男
子
60
㎏
級
＝
政
岡
大
雅　

▼�

一
般
男
子
67
㎏
級
＝
荒
川
雅
俊

▼�

一
般
男
子
75
㎏
級
＝
中
村
緋
彩　

▼�

一
般
男
子
84
㎏
級
＝
豊
田
陽
也

▼�

一
般
男
子
84
㎏
超
級
＝
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
グ
レ
ッ
グ（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

▼�

一
般
女
子
50
㎏
級
＝
松
田
葵

▼�

一
般
女
子
55
㎏
級
＝
武
川
裕
奈

▼�

一
般
女
子
61
㎏
級
＝
松
村
亜
来

▼�

一
般
女
子
68
㎏
級
＝
伊
藤
希
咲

▼�

一
般
女
子
68
㎏
超
級
＝
安
達
水
優

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
＝
飯
島
楓
斗

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
＝
江
村
夏
萌

▼�

カ
デ
ッ
ト
男
子
＝
中
村
心

▼�

カ
デ
ッ
ト
女
子
＝
西
村
ま
り
あ

○
形

▼�

一
般
男
子
＝
菊
池
奏
楽

▼�

一
般
女
子
＝
小
林
美
南
海

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
＝
行
司
光
希

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
＝
後
藤
唯
衣

▼�

カ
デ
ッ
ト
男
子
＝
冨
澤
塁

▼�
カ
デ
ッ
ト
女
子
＝
加
納
莉
愛

▼�
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
＝
竹
本
幸
司

▼�

マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
＝
荒
島
絢
香

心技体 人を育てる総合誌

◎
村
瀬
一
三
生
・
日
本
選
手
団
代
表

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
選
手
た
ち
に
は
『
礼
』
と
『
節
』
を
守

っ
て
、
変
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
な
い

で
、
相
手
を
尊
敬
し
な
が
ら
試
合
を
す
る

よ
う
伝
え
て
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
勝
っ

て
も
負
け
て
も
、
堂
々
と
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
。ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル（
伝
統
的
な
）

空
手
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
強

い
弱
い
だ
け
で
な
く
、
武
道
の
心
を
大
切

に
し
て
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
活い

き
て
く

る
よ
う
な
心
持
ち
で
や
り
な
さ
い
と
、
常

日
頃
か
ら
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
和
道
会

は
若
手
の
伸
び
盛
り
の
選
手
が
多
く
、
ミ

ニ
国
体
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
出
し
て
お

り
、今
か
ら
３
、４
年
後
が
楽
し
み
で
す
。

（
今
後
の
展
望
と
し
て
）
第
二
、
第
三
の

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
和
道
会
か
ら
輩
出

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の

第
一
歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

日本選手団主将・岡本選手を胴上げ
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両
日
と
も
に
午
前
中
は
一
般
研
究
発
表

　

両
日
と
も
に
午
前
中
は
一
般
研
究
発
表

が
行
わ
れ
、
今
大
会
は

が
行
わ
れ
、
今
大
会
は
7070
演
題
が
発
表
さ

演
題
が
発
表
さ

れ
た
（
演
題
一
覧
は

れ
た
（
演
題
一
覧
は
128128
〜〜
129129
ペ
ー
ジ
）。

ペ
ー
ジ
）。

発
表
者
に
は
発
表
と
質
疑
応
答
の
た
め
の

発
表
者
に
は
発
表
と
質
疑
応
答
の
た
め
の

時
間
が
合
わ
せ
て

時
間
が
合
わ
せ
て
1515
分
間
与
え
ら
れ
、
発

分
間
与
え
ら
れ
、
発

表
者
は
自
身
の
研
究
成
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

表
者
は
自
身
の
研
究
成
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
や
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
て
発
表
し
た
。

ン
ト
や
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
て
発
表
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
発
表
者
に

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
発
表
者
に

投
げ
か
け
ら
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

投
げ
か
け
ら
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

◇◇

　

１
日
目
の
午
後
に
は
、
招
待
講
演
、
基

　

１
日
目
の
午
後
に
は
、
招
待
講
演
、
基

調
講
演
、
本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

調
講
演
、
本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
各
会
場
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
会

わ
れ
、
各
会
場
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
会

員
た
ち
が
一
堂
に
会
し
た
。

員
た
ち
が
一
堂
に
会
し
た
。

　

は
じ
め
に
今
大
会
会
場
で
あ
る
法
政
大

　

は
じ
め
に
今
大
会
会
場
で
あ
る
法
政
大

学
の
澤
柿
教
伸
副
学
長
に
よ
る
招
待
講
演

学
の
澤
柿
教
伸
副
学
長
に
よ
る
招
待
講
演

が
行
わ
れ
た
。
南
極
地
域
観
測
隊
に
４
度

が
行
わ
れ
た
。
南
極
地
域
観
測
隊
に
４
度

参
加
し
越
冬
隊
長
の
経
験
を
持
つ
澤
柿
氏

参
加
し
越
冬
隊
長
の
経
験
を
持
つ
澤
柿
氏

は
、「
南
極
の
よ
う
な
極
限
の
環
境
下
に

は
、「
南
極
の
よ
う
な
極
限
の
環
境
下
に

　

日
本
武
道
学
会
第
58
回
大
会
が
８
月
30
・
31
日
、
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東

京
都
町
田
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
で
は
２
日
間
を
通
し
て
日
本
武
道
学
会
会
員
に

よ
る
一
般
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、人
文
・
社
会
科
学
系
、武
道
指
導
法
系
、自
然
科
学
系
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
４
会
場
に
分
か
れ
て
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
日
目
に
は
招
待
講
演
、
基
調
講
演
、
本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

基
調
講
演
で
は
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
・
指

導
」
と
い
っ
た
視
点
を
通
し
た
デ
ジ
タ
ル
空
間
で
の
武
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

新
た
な
時
空
で
の
武
道
を
考
え
る

新
た
な
時
空
で
の
武
道
を
考
え
る

日
本
武
道
学
会
第
58
回
大
会

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本部企画シンポジウム「武道稽古の多様性：オンライン稽古・指導における本部企画シンポジウム「武道稽古の多様性：オンライン稽古・指導における
身体性を考える」で発表を行う新井良剣道スウェーデン代表男子監督（右端）身体性を考える」で発表を行う新井良剣道スウェーデン代表男子監督（右端）

お
い
て
は
、『

お
い
て
は
、『Integrity

Integrity

（（
真真し
ん
し
ん

摯摯しし

さ
）』
を

さ
）』
を

用
い
た
確
か
な
理
論
に
基
づ
く
隊
員
ケ
ア

用
い
た
確
か
な
理
論
に
基
づ
く
隊
員
ケ
ア

と
、『
と
、『Intimacy

Intimacy

（
親
密
さ
）』
を
用
い
た

（
親
密
さ
）』
を
用
い
た

現
場
の
実
態
に
基
づ
く
隊
員
ケ
ア
を
融
合

現
場
の
実
態
に
基
づ
く
隊
員
ケ
ア
を
融
合

さ
せ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切

さ
せ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」
と
説
明
し
、
武
道
指
導
に
応
用

で
あ
る
」
と
説
明
し
、
武
道
指
導
に
応
用

で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
。

で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
松
井

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
松
井

崇
筑
波
大
学
准
教
授
が
講
師
と
な
り
、
ｅ

崇
筑
波
大
学
准
教
授
が
講
師
と
な
り
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
手
が
か
り
と
し
た
「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
手
が
か
り
と
し
た
「
ｅ

武
道
」
の
創
生
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

武
道
」
の
創
生
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
松
井
氏
は
近
代
柔
道
の
祖
・
嘉
納
治

た
。
松
井
氏
は
近
代
柔
道
の
祖
・
嘉
納
治

五
郎
の
言
葉
を
用
い
、
こ
れ
ま
で
武
道
の

五
郎
の
言
葉
を
用
い
、
こ
れ
ま
で
武
道
の

身
体
活
動
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
と
考
え
ら

身
体
活
動
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
「
自
他
共
栄
」
の
教
え
を
、
身

れ
て
き
た
「
自
他
共
栄
」
の
教
え
を
、
身

体
活
動
を
伴
わ
な
い
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
も
育

体
活
動
を
伴
わ
な
い
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
も
育

む
こ
と
は
可
能
か
と
い
う
問
い
を
参
加
者

む
こ
と
は
可
能
か
と
い
う
問
い
を
参
加
者

に
投
げ
か
け
た
。
そ
し
て
松
井
氏
は
、
武

に
投
げ
か
け
た
。
そ
し
て
松
井
氏
は
、
武

道
の
稽
古
に
お
け
る
身
体
接
触
が
人
間
の

道
の
稽
古
に
お
け
る
身
体
接
触
が
人
間
の

〜
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
・
指
導
〜

〜
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
・
指
導
〜

基調講演「eスポーツ科学〜自他共栄を基調講演「eスポーツ科学〜自他共栄を
具現化する『e武道』の創成を目指して」具現化する『e武道』の創成を目指して」

松井崇筑波大学准教授（右端）松井崇筑波大学准教授（右端）

招待講演「南極観測隊という極限環境における招待講演「南極観測隊という極限環境における
メンタルレジリエンスとリーダーシップ」メンタルレジリエンスとリーダーシップ」

澤柿教伸法政大学副学長澤柿教伸法政大学副学長
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社
会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

社
会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
心
理
的
な
交
流
で

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
心
理
的
な
交
流
で

も
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

可
能
性
を
示
し
、「
ｅ
武
道
」
に
よ
る
体

可
能
性
を
示
し
、「
ｅ
武
道
」
に
よ
る
体

力
水
準
に
よ
ら
な
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

力
水
準
に
よ
ら
な
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

「
自
他
共
栄
」
の
具
現
化
に
言
及
し
た
。

「
自
他
共
栄
」
の
具
現
化
に
言
及
し
た
。

　

本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
武
道
の

　

本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
武
道
の

多
様
性
：
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
・
指
導
に
お

多
様
性
：
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
・
指
導
に
お

け
る
身
体
性
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と

け
る
身
体
性
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
新
井
良
氏
（
剣
道
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

し
、
新
井
良
氏
（
剣
道
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

代
表
男
子
監
督
）、
久
保
田
浩
史
氏
（
柔

代
表
男
子
監
督
）、
久
保
田
浩
史
氏
（
柔

道
・
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
）、
荒
川
尊

道
・
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
）、
荒
川
尊

祐
氏（
空
手
道
・
国
際
武
道
大
学
准
教
授
）

祐
氏（
空
手
道
・
国
際
武
道
大
学
准
教
授
）

の
３
名
が
発
表
者
と
し
て
武
道
の
オ
ン
ラ

の
３
名
が
発
表
者
と
し
て
武
道
の
オ
ン
ラ

イ
ン
稽
古
の
実
態
や
展
望
に
つ
い
て
発
表

イ
ン
稽
古
の
実
態
や
展
望
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
２
０
２
０
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
の

し
た
。
２
０
２
０
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
発
展
し
た
武
道
の
オ
ン
ラ
イ
ン
稽

影
響
で
発
展
し
た
武
道
の
オ
ン
ラ
イ
ン
稽

古
に
関
し
て
、
遠
方
の
人
々
と
稽
古
を
共

古
に
関
し
て
、
遠
方
の
人
々
と
稽
古
を
共

に
で
き
る
こ
と
や
ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
し
て

に
で
き
る
こ
と
や
ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
し
て

反
復
稽
古
す
る
こ
と
で
技
術
向
上
に
つ
な

反
復
稽
古
す
る
こ
と
で
技
術
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
映
像
で

が
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
映
像
で

見
る
技
術
と
現
場
で
見
る
技
術
に
イ
メ
ー

見
る
技
術
と
現
場
で
見
る
技
術
に
イ
メ
ー

ジ
の
差
が
あ
る
こ
と
や
武
道
の
身
体
感
覚

ジ
の
差
が
あ
る
こ
と
や
武
道
の
身
体
感
覚

が
映
像
で
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
な
ど
の
デ

が
映
像
で
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ
た
。
全
体
で
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ
た
。
全
体
で
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
基
調
講
演
講
師

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
基
調
講
演
講
師

の
松
井
氏
も
交
え
た

の
松
井
氏
も
交
え
た
忌忌きき

憚憚た
ん
た
ん

の
な
い
意
見
の

の
な
い
意
見
の

交
換
が
行
わ
れ
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
質

交
換
が
行
わ
れ
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
質

本部企画シンポジウム発表者。左から新井氏、久保田氏、荒川氏本部企画シンポジウム発表者。左から新井氏、久保田氏、荒川氏

問
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

問
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

◇◇

　

２
日
目
の
午
後
は
、
は
じ
め
に
令
和
７

　

２
日
目
の
午
後
は
、
は
じ
め
に
令
和
７

年
度
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受

年
度
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
の
中
道
泰
宏
氏
（
立
教
新
座
中
学

賞
者
の
中
道
泰
宏
氏
（
立
教
新
座
中
学

校
・
高
等
学
校
教
諭
）
と
筒
井
雄
大
氏
（
国

校
・
高
等
学
校
教
諭
）
と
筒
井
雄
大
氏
（
国

際
武
道
大
学
助
教
）
が
大
保
木
輝
雄
日
本

際
武
道
大
学
助
教
）
が
大
保
木
輝
雄
日
本

武
道
学
会
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

武
道
学
会
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
日
本
武
道
学

た
。
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
日
本
武
道
学

会
総
会
が
行
わ
れ
、
大
保
木
会
長
が
第

会
総
会
が
行
わ
れ
、
大
保
木
会
長
が
第
5858

回
大
会
の
総
評
と
し
て
「
若
い
研
究
者
を

回
大
会
の
総
評
と
し
て
「
若
い
研
究
者
を

含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
研
究
を
深

含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
研
究
を
深

め
て
い
る
姿
を
見
て
と
て
も
感
動
し
た
。

め
て
い
る
姿
を
見
て
と
て
も
感
動
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
武
道
を
国
内
お
よ
び

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
武
道
を
国
内
お
よ
び

世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
」

世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

と
述
べ
た
。

　

総
会
の
後
は
専
門
分
科
会
が
開
か
れ
、

　

総
会
の
後
は
専
門
分
科
会
が
開
か
れ
、

た
。
弓
道
、
空
手
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な

た
。
弓
道
、
空
手
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な

ぎ
な
た
、
障
害
者
武
道
の
五
つ
の
会
場
に

ぎ
な
た
、
障
害
者
武
道
の
五
つ
の
会
場
に

分
か
れ
、
各
武
道
ご
と
に
講
演
・
企
画
が

分
か
れ
、
各
武
道
ご
と
に
講
演
・
企
画
が

行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

一般研究発表の様子一般研究発表の様子

令和７年度優秀論文賞を受賞した中道泰宏氏（左）と令和７年度優秀論文賞を受賞した中道泰宏氏（左）と
筒井雄大氏（右）。中央は大保木輝雄日本武道学会会長筒井雄大氏（右）。中央は大保木輝雄日本武道学会会長

なぎなたの専門分科会ではなぎなたの専門分科会では
武道具の修理、手入れの体験が行われた武道具の修理、手入れの体験が行われた
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演題 発表者 所属

自
然
科
学
系

自
然
科
学
系

投の形動作を対象とした骨格検出精度の評価投の形動作を対象とした骨格検出精度の評価 横山　喬之横山　喬之 摂南大学摂南大学

柔道初級者と経験者における頭部衝撃曝露の探索的検討：“ 投げられる機柔道初級者と経験者における頭部衝撃曝露の探索的検討：“ 投げられる機
会 ” の違いに着目して会 ” の違いに着目して 越田専太郎越田専太郎 SBC 東京医療大学SBC 東京医療大学

高機能な衝撃低減性能を有する面防具の試作と評価高機能な衝撃低減性能を有する面防具の試作と評価 濱西　伸治濱西　伸治 東北学院大学東北学院大学

日本剣道形における視線と脳活動に関する研究日本剣道形における視線と脳活動に関する研究 中島　有健中島　有健 東海大学東海大学

文献検索による研究の発想と独創性の検討文献検索による研究の発想と独創性の検討 橋爪　和夫橋爪　和夫 アール医療専門職大学アール医療専門職大学

投げ込みを用いたタバタ式トレーニングにおけるトレーニング法の探索投げ込みを用いたタバタ式トレーニングにおけるトレーニング法の探索 長谷　晃希長谷　晃希 中京大学中京大学

内股の跳ね上げにおける運動連鎖のバイオメカニクス的研究内股の跳ね上げにおける運動連鎖のバイオメカニクス的研究 池田　　希池田　　希 いけだ接骨院いけだ接骨院

重心動揺から見る柔道経験者の姿勢制御の特徴について重心動揺から見る柔道経験者の姿勢制御の特徴について 曽我部晋哉曽我部晋哉 甲南大学甲南大学

弓道における「離れ」局面での上肢間接角度と狙い・射出角度の関係弓道における「離れ」局面での上肢間接角度と狙い・射出角度の関係 原田　隆次原田　隆次 国際武道大学国際武道大学

個人競技の選手が集団で練習する意義について－空手道を題材として－個人競技の選手が集団で練習する意義について－空手道を題材として－ 花田　　光花田　　光 国士舘大学大学院国士舘大学大学院

口呼吸改善を目的とした鼻呼吸訓練の効果－空手道選手を対象として－口呼吸改善を目的とした鼻呼吸訓練の効果－空手道選手を対象として－ 鈴木　浩司鈴木　浩司 日本大学松戸歯学部日本大学松戸歯学部

武
道
指
導
法
系

武
道
指
導
法
系

生成 AI を用いた中学校剣道授業の動向分析生成 AI を用いた中学校剣道授業の動向分析－－ 2017 年以降の指導法に着目して2017 年以降の指導法に着目して－－ 加藤　純一加藤　純一 皇學館大学皇學館大学

高校生の武道授業への関心低下の要因分析－体育授業との比較から－高校生の武道授業への関心低下の要因分析－体育授業との比較から－ 杉田　菜摘杉田　菜摘 大阪教育大学大学院大阪教育大学大学院

障害者への剣道指導を通して見える指導の可能性障害者への剣道指導を通して見える指導の可能性
〜競争社会から共創社会へ〜　その８　注意力の変化に焦点を当てて〜競争社会から共創社会へ〜　その８　注意力の変化に焦点を当てて 三苫　保久三苫　保久 滋賀県立大津清陵高等学校滋賀県立大津清陵高等学校

空手組手競技における指導者と競技者の作戦意識の関係空手組手競技における指導者と競技者の作戦意識の関係 大徳　紘也大徳　紘也 日本体育大学日本体育大学

異なる素振り動作が剣道初心者の打突動作に及ぼす影響異なる素振り動作が剣道初心者の打突動作に及ぼす影響 椿　　　武椿　　　武 神戸親和大学神戸親和大学

中学校柔道授業における「柔道演武」の実践中学校柔道授業における「柔道演武」の実践 川染　拓海川染　拓海 大阪教育大学大阪教育大学

ポ
ス
タ
ー
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表

柔道ゴールデンスコアの戦略に関する調査　その１柔道ゴールデンスコアの戦略に関する調査　その１
－ GS を意識する時間帯と狙うポイント－－ GS を意識する時間帯と狙うポイント－ 越野　忠則越野　忠則 国際武道大学国際武道大学

柔道ゴールデンスコアの戦略に関する調査　その２柔道ゴールデンスコアの戦略に関する調査　その２
－ GS 時の戦術と組手の意識について－－ GS 時の戦術と組手の意識について－ 中矢　　力中矢　　力 東海大学東海大学

柔道競技の組手の攻防における攻撃切替技能の練習法の検討柔道競技の組手の攻防における攻撃切替技能の練習法の検討 髙野　綺海髙野　綺海 東京学芸大学大学院東京学芸大学大学院
連合学校教育学研究科連合学校教育学研究科

中央と地方における旧制高校剣道部の活動状況中央と地方における旧制高校剣道部の活動状況 佐藤　皓也佐藤　皓也 新潟医療福祉大学新潟医療福祉大学

原馬室獅子舞棒術に伝承される武術的要素（第一報）原馬室獅子舞棒術に伝承される武術的要素（第一報） 渡邉　峰雄渡邉　峰雄 日本薬科大学日本薬科大学

計量テキスト分析を活用した武芸伝書分析の試み計量テキスト分析を活用した武芸伝書分析の試み 太田　順康太田　順康 大阪教育大学大阪教育大学

『紀効新書』の武術記述分析－戚継光の武術観を探る－『紀効新書』の武術記述分析－戚継光の武術観を探る－ 劉　　　暢劉　　　暢 国際武道大学国際武道大学

大学柔道選手が指導者から受ける非言語的行動の印象と頻度に関する調査大学柔道選手が指導者から受ける非言語的行動の印象と頻度に関する調査
（その３）（その３） 熊代　佑輔熊代　佑輔 国際武道大学国際武道大学

跳込み流し突きの創出についての考察跳込み流し突きの創出についての考察 江川　玟成江川　玟成 東京学芸大学東京学芸大学

柔道競技を始める契機に関する研究柔道競技を始める契機に関する研究 塚田　真希塚田　真希 東海大学東海大学

柔道授業におけるフィードバックの認知が学習成果およびスポーツ参加に柔道授業におけるフィードバックの認知が学習成果およびスポーツ参加に
及ぼす影響及ぼす影響 山本　浩二山本　浩二 関西福祉大学関西福祉大学

柔道授業が柔道整復術ノンテクニカル（精神面）に及ぼす影響（第２報）柔道授業が柔道整復術ノンテクニカル（精神面）に及ぼす影響（第２報）
－養成学校生に対する認識調査を基にして－－養成学校生に対する認識調査を基にして－ 福井悠紀子福井悠紀子 環太平洋大学環太平洋大学

柔道競技における国内大会と国際大会の技術特性：2022 〜 2024 年の講道柔道競技における国内大会と国際大会の技術特性：2022 〜 2024 年の講道
館杯と世界選手権の比較館杯と世界選手権の比較 三宅　恵介三宅　恵介 中京大学中京大学

武道としての「競技かるた」の起源と今日武道としての「競技かるた」の起源と今日
－遊びや競技の「楽しさ」に着眼して－－遊びや競技の「楽しさ」に着眼して－ 清野　宏樹清野　宏樹 桃山学院大学人間教育学部桃山学院大学人間教育学部

近代剣道歌の時代的特徴－計量テキスト分析に基づく考察－近代剣道歌の時代的特徴－計量テキスト分析に基づく考察－ 小林　勝法小林　勝法 文教大学文教大学

日本剣道形実施時の視線行動は熟練度に関係するのか？日本剣道形実施時の視線行動は熟練度に関係するのか？ 高橋健太郎高橋健太郎 関東学院大学理工学部関東学院大学理工学部

運動有能感の向上を活用した剣道授業の開発運動有能感の向上を活用した剣道授業の開発 嶌田　瑞希嶌田　瑞希 大阪教育大学教職大学院大阪教育大学教職大学院

剣道スコアの分析に基づく年代・ポジションと試合内容の関連剣道スコアの分析に基づく年代・ポジションと試合内容の関連 池田　孝博池田　孝博 福岡県立大学福岡県立大学
／鹿屋体育大学連携大学院／鹿屋体育大学連携大学院

剣道の竹刀形状が正面打撃時の速度に及ぼす影響剣道の竹刀形状が正面打撃時の速度に及ぼす影響 山口　幸一山口　幸一 関西福祉大学関西福祉大学

空手道競技における外傷発生率に関する考察空手道競技における外傷発生率に関する考察 元野　紘平元野　紘平 神戸大学整形外科神戸大学整形外科
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演題 発表者 所属

人
文
・
社
会
科
学
系

柔道の旗判定の意義に関する研究：柔道経験の有無と曖昧さ耐性柔道の旗判定の意義に関する研究：柔道経験の有無と曖昧さ耐性 成田　泰崇成田　泰崇 国士舘大学国士舘大学

全日本柔道連盟による「月経による出血が柔道衣に付着していることが目全日本柔道連盟による「月経による出血が柔道衣に付着していることが目
視できた場合の対応方針」発出の経緯視できた場合の対応方針」発出の経緯 稲川　郁子稲川　郁子 日本体育大学日本体育大学

コロナ禍における鍔競り合いの厳格化が国際レベルの剣道試合に与えた影コロナ禍における鍔競り合いの厳格化が国際レベルの剣道試合に与えた影
響響 二ツ森飛鳥二ツ森飛鳥 法政大学大学院法政大学大学院

スポーツ健康学研究科スポーツ健康学研究科

フランス柔道連盟の柔道普及についてフランス柔道連盟の柔道普及について 瀧本　　誠瀧本　　誠 駒澤大学駒澤大学

ドイツにおけるライフステージに応じた生涯スポーツとしての柔道の取りドイツにおけるライフステージに応じた生涯スポーツとしての柔道の取り
組み：ドイツ柔道連盟の級段位規定及び指導者養成に関するガイドライン組み：ドイツ柔道連盟の級段位規定及び指導者養成に関するガイドライン
の分析を中心にの分析を中心に

Maja Sori DovalMaja Sori Doval 津田塾大学津田塾大学

地方議会における武道に関する議論地方議会における武道に関する議論 田中　宏和田中　宏和 高崎経済大学高崎経済大学

柔道場経営に関する一考察柔道場経営に関する一考察 中村　和裕中村　和裕 福山大学福山大学

運動部活動地域移行に向けた剣道町道場の役割と課題運動部活動地域移行に向けた剣道町道場の役割と課題 北村　尚浩北村　尚浩 鹿屋体育大学鹿屋体育大学

伝統少林拳の継承状況－現地調査による実証研究伝統少林拳の継承状況－現地調査による実証研究 川島　直央川島　直央 北京体育大学北京体育大学

ガッツポーズの是非を巡る「問いの構造」の再定位：柔道における勝者とガッツポーズの是非を巡る「問いの構造」の再定位：柔道における勝者と
敗者の間柄についての倫理学的考察敗者の間柄についての倫理学的考察 佐藤　雄哉佐藤　雄哉 国士舘大学国士舘大学

日本柔道における「強さ」概念の考察：強いとはどういうことか日本柔道における「強さ」概念の考察：強いとはどういうことか 竹市　大祐竹市　大祐 国士舘大学大学院国士舘大学大学院

多様な子どもを指導する柔道クラブ指導者が感じる困難さと成長に関する多様な子どもを指導する柔道クラブ指導者が感じる困難さと成長に関する
調査研究調査研究 川戸　湧也川戸　湧也 三重大学三重大学

剣道における人間形成に関する一考察剣道における人間形成に関する一考察 松本　秀夫松本　秀夫 東海大学東海大学

自己省察プログラムによる学業および競技者アイデンティティの変容自己省察プログラムによる学業および競技者アイデンティティの変容 秋山　大輔秋山　大輔 九州産業大学九州産業大学

戦前の学校武道法制に関する新事実 戦前の学校武道法制に関する新事実 
－ 1919 〜 31 年の高等学校・中等学校における体操科の剣道・柔道－－ 1919 〜 31 年の高等学校・中等学校における体操科の剣道・柔道－ 坂上　康博坂上　康博 元一橋大学元一橋大学

日本文化としての柔道－オリンピックの柔道採用をめぐる嘉納治五郎の思想－日本文化としての柔道－オリンピックの柔道採用をめぐる嘉納治五郎の思想－ 永木　耕介永木　耕介 法政大学法政大学

ライフヒストリーからみる戦後武道史：島根県の講武館関係者への聞取調査ライフヒストリーからみる戦後武道史：島根県の講武館関係者への聞取調査 中嶋　哲也中嶋　哲也 茨城大学茨城大学

デジタルアーカイブを活用した武道史研究の可能性と展望：「邦字新聞デデジタルアーカイブを活用した武道史研究の可能性と展望：「邦字新聞デ
ジタル・コレクション」からみる武道史再考ジタル・コレクション」からみる武道史再考 矢野　裕介矢野　裕介 愛知淑徳大学愛知淑徳大学

リバイバル剣道実践者のライフスタイルに関する研究リバイバル剣道実践者のライフスタイルに関する研究
－高齢・高段位者に着目して－－高齢・高段位者に着目して－ 井上　　涼井上　　涼 東海大学大学院東海大学大学院

居敷の可能性について　〜新陰流と制剛流との関係から〜居敷の可能性について　〜新陰流と制剛流との関係から〜 佐竹　　彬佐竹　　彬 石田・佐竹稽古塾石田・佐竹稽古塾

後期水戸学における「文武」に関する研究－藤田幽谷に着目して－後期水戸学における「文武」に関する研究－藤田幽谷に着目して－ 鈴木　謙心鈴木　謙心 筑波大学大学院筑波大学大学院

新当流伝書にみられるわざに関する比喩表現についての一考察新当流伝書にみられるわざに関する比喩表現についての一考察
－『兵法自観照』を中心に－－『兵法自観照』を中心に－ 軽米　克尊軽米　克尊 天理大学体育学部天理大学体育学部

弓と鍼〜日置流弓目録「当拳の事」について〜弓と鍼〜日置流弓目録「当拳の事」について〜 三保　翔平三保　翔平 仙台赤門医療専門学校仙台赤門医療専門学校

ハワイの超禅寺弓道の概念と歴史に関する一考察ハワイの超禅寺弓道の概念と歴史に関する一考察 INOUYE MakotoINOUYE Makoto
ReedReed

国際武道大学国際武道大学
武道・スポーツ研究科武道・スポーツ研究科

日置流雪荷派弓術家太田雪應について日置流雪荷派弓術家太田雪應について 松尾　牧則松尾　牧則 筑波大学筑波大学

【古流柔術】竹内三統流と本覚克己流の比較【古流柔術】竹内三統流と本覚克己流の比較
－類似する型・技法の存在について－－類似する型・技法の存在について－ 河野　敏博河野　敏博 新風館武藝研究所新風館武藝研究所

琉球王朝時代の武技（唐手・那覇手）の源流探求琉球王朝時代の武技（唐手・那覇手）の源流探求 早坂　義文早坂　義文 古武道研究会古武道研究会

棚倉藩　伊原勝司の槍術修行について棚倉藩　伊原勝司の槍術修行について 森本　邦生森本　邦生 貫汪館貫汪館

松浦静山の剣術論に関する一考察：易の思想との関連に着目して松浦静山の剣術論に関する一考察：易の思想との関連に着目して 堀川　　峻堀川　　峻 環太平洋大学環太平洋大学

幕末期の武芸観と武芸教育に関する研究幕末期の武芸観と武芸教育に関する研究 大澤　　誠大澤　　誠 皇學館大学大学院皇學館大学大学院
文学研究科文学研究科

夕雲流剣術に関する研究－真理谷円四郎の剣術論に着目して－夕雲流剣術に関する研究－真理谷円四郎の剣術論に着目して－ 柴田　直生柴田　直生 筑波大学大学院筑波大学大学院

自
然
科
学
系

自
然
科
学
系

活動後増強が柔道選手の握力に与える影響活動後増強が柔道選手の握力に与える影響 佐々木健志佐々木健志 順天堂大学大学院順天堂大学大学院
スポーツ健康科学研究科スポーツ健康科学研究科

一流競技者の背負投：上肢の運動パターン分析一流競技者の背負投：上肢の運動パターン分析 石井　孝法石井　孝法 NPO スポーツコーチングアカNPO スポーツコーチングアカ
デミアデミア

【一般研究発表　演題一覧】【一般研究発表　演題一覧】
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